
冒険の目的



~ 各階層の謎の答えと解説① ~

階層: 1

歩き回っている歩き茸の場所を特定する謎。
時計がⅫを指した時に歩き茸が●の位置を
右から左に通過する。
図は全部で３６マスある。
そのため歩き茸は、
秒針が「Ⅲ」を指している時は反対側の「ほ」
「Ⅵ」を指している時は交差するので「か」
「Ⅸ」を指している時は反対側の「く」
それぞれの場所にいることが分かる。

ほかく

８

現地の情報から大サソリがいる穴を突き止
める謎。

現地では「草は生えていない穴」「下の穴の
どれか」「その穴の上の穴には草は生えてい
ない」
という情報を得ることができるため、「8」と
なる。

階層: 2

現地の情報と合わせて解く謎。

現地にはそれぞれの物に対して、明るい部
分と暗い部分に分かれている枠がある。

「たまご」「ベルト」の場合は両方とも２つ目
以外が暗くなっている。
ここから、３文字中の２文字目を見て「まる」。

二つ目は「杖」「本」の２文字目を見て「えん」。
三つ目は「ハサミ」「うちわ」文字を拾って答
える。

現地でマンドレイクの場所を確認し、声の聞
こえる範囲を見てどの位置にいると安全か
を導いて文字を拾う。
●の位置がマンドレイクの場所。
■の位置がマンドレイクの叫び声が届く範囲。

はさみうち

あんぜん



~ 各階層の謎の答えと解説② ~

階層: 3

現地の情報と合わせて解く謎。
イラストは「玉ねぎ：動く鎧」と考える。

一つ目の枠には「１：６４１」という情報がある
ので、「たまねぎ」の１文字目、「うごくよろ
い」の６,４,１文字目を読んで、「たいよう」と
なる。

二つ目の枠には「１２：２」という情報がある
ので、１,２文字目で「たま」、２文字で「ご」。

現地の情報の情報と見比べて、違うところ
を探す間違い探し。
間違いがある場所を左から読む。

階層: 4

現地の情報を使って解く謎。

現地では人魚が「キシーケメンソーイロ」と
言っている。

上下の枠が＝で繋がっているので、含まれ
ている文字が同じであると推測する。
「キシーケメンソーイロ」を並び替えると、
「シーソー / 迷路 /危険」となる。

現地のスイッチを見て対応の法則を見つけ
る謎。

スイッチは角丸の数で特定できるため、ミ
ミックを倒すための「槍」のスイッチを見つけ
る。

たまご

なべにいれる

きけん

Ｃ



~ 各階層の謎の答えと解説③ ~

階層: 5

イラストを正しい順番に並べてどの色のテ
ンタクルスが罠に繋がっているかを解く謎。

現地には大ガエルに向けて弓矢がつがえら
れており、テンタクルスは先端部分のみ飛び
出ている。途中部分は壁に隠れて見えなく
なっている。

現地の矢の射出口からは緑色のテンタクル
スが飛び出ており、一番上にくるのは①と
わかる。

並び替え順は図の① ~ ④ 。

Ｅ



~ レッドドラゴンの謎の答えと解説 ~

階層: 1~5

Ｅ

かぎ

くろ

てがかり

いどう

さきまる

図形がない部分をカタカナとして読む。

「こくごうごくこ」と「えいごすごいえ」が回文になっているので、下の文も回文で
あると考える。

矢印で示された方の部分だけをカタカナとして読み、「海」の左側（サンズイの部
分）を「シ」、「男」の下側を「カ」と読んで「シカ」という様な法則で読む。

それぞれの四角の中に「すいか」「スペード」「いちょう」「うどん」という文字が入
り、四角が重なっている部分にはどちらにも入る文字が当てはまる。

指示されたイラストの間を読む。「山」と「音」の間で「月」、「剣」と「歯」の間で「メ
ガネ」となっているので、「目」と「木」の間を見る。

五十音表のあ行からさ行を表している。黒い丸がある場所を順に読む。

~ 鍵のありか ~
右の手がかりを解読すると、「かぎのてがかりをしたにしるす、かくされては
いない、かぎのいろはくろい、おおきさはちいさい、ずっといどうしている、
さきがじょじょにまるくなっている、おとといとかかれている」となる。

最後の１行を見ると、赤線が引かれている部分がある。謎５に出てきた法則
に従って変換すると、「おととい」→「だんじょんめし」となり、「ダンジョン飯
とかかれている」という情報になる。これは最初から持っていたクリップペン
を示しており、採点エリアでスタッフにクリップペンを見せることでクリアと
なる。
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